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一
九
三
二
年
夏
、
ベ
ル
リ
ン

　

一
九
三
二
年
七
月
一
日
深
夜
、
ベ
ル
リ
ン
有
数
の
労
働
者
地
区
ヴ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
ノ
イ
エ
・
ホ
ッ
ホ
通
り
。

こ
こ
で
、
集
会
か
ら
帰
宅
途
中
だ
っ
た
ナ
チ
ス
突
撃
隊
（
Ｓ
Ａ
）
の
一
団
に
向
け
て
、
接
近
し
て
き
た
サ
イ
ド

カ
ー
付
き
バ
イ
ク
か
ら
数
発
が
発
砲
さ
れ
、
さ
ら
に
付
近
の
住
宅
か
ら
の
発
砲
が
続
い
た
。
犯
人
は
共
産
党
員

で
あ
り
、
発
砲
は
三
〇
発
近
く
に
及
ん
で
い
た
。
こ
の
襲
撃
で
、
Ｓ
Ａ
隊
員
一
名
が
喉
を
撃
た
れ
て
死
亡
し
、

三
名
が
負
傷
し
た
。
そ
の
後
、
駆
け
つ
け
た
警
官
た
ち
に
対
し
て
も
発
砲
が
行
わ
れ
、
警
察
も
応
射
し
て
、
多

数
の
共
産
党
員
が
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
一
時
間
半
後
に
も
、
こ
の
通
り
の
近
く
で
ナ
チ
党
員
と
共

産
党
員
の
銃
撃
戦
が
発
生
し
、
ナ
チ
党
員
二
名
が
負
傷
し
て
い
る＊

１

。

　

翌
二
日
、
前
日
の
事
件
に
報
復
す
る
か
の
よ
う
に
、
ベ
ル
リ
ン
市
内
で
は
ナ
チ
党
員
が
共
産
党
系
の
酒
場
に

向
け
て
発
砲
す
る
事
件
が
相
次
い
だ
。
二
日
深
夜
だ
け
で
、
警
察
は
七
件
の
銃
撃
事
件
を
確
認
し
て
い
る
。
そ

の
一
つ
、
労
働
者
地
区
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ス
ハ
イ
ン
の
フ
ォ
ー
ク
ト
通
り
の
酒
場
で
の
事
件
で
は
、
二
三
時
三
〇

分
頃
、
サ
イ
ド
カ
ー
付
き
バ
イ
ク
か
ら
六
発
が
撃
ち
込
ま
れ
、
店
の
入
り
口
付
近
に
い
た
一
名
が
死
亡
、
一
名

が
負
傷
し
て
い
る
。
警
察
の
報
告
書
に
よ
る
と
、「
ナ
ン
バ
ー
の
な
い
バ
イ
ク
が
ラ
イ
ト
を
消
し
て
ゆ
っ
く
り

と
酒
場
の
そ
ば
を
通
り
過
ぎ
、
乗
っ
て
い
た
三
人
が
二
丁
の
ピ
ス
ト
ル
か
ら
五
、
六
発
を
発
射
し
た＊

２

」
と
い
う
。

警
察
は
犯
人
を
不
明
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
夜
の
銃
撃
事
件
す
べ
て
が
共
産
党
系
の
酒
場
を
標
的
と
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
犯
行
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

　

事
件
の
二
週
間
ほ
ど
前
、
六
月
一
六
日
に
、
四
月
一
三
日
付
で
施
行
さ
れ
て
い
た
「
Ｓ
Ａ
禁
止
令
」
が
撤
回

さ
れ
、
Ｓ
Ａ
は
再
び
公
共
空
間
に
登
場
し
て
い
た
。
さ
ら
に
六
月
二
八
日
に
は
、
政
治
的
諸
党
派
に
よ
る
屋
外

で
の
集
会
や
行
進
、
あ
る
い
は
制
服
の
着
用
に
対
す
る
規
制
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
、
ベ
ル
リ
ン
市
内

で
は
敵
対
す
る
ナ
チ
ス
と
共
産
党
の
活
動
が
活
発
化
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
両
派
の
対
立
は
激
化
し
、
暴
力

沙
汰
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
七
月
初
旬
の
ベ
ル
リ
ン
の
状
況
で
あ
る
。

　

似
た
よ
う
な
暴
力
が
毎
日
の
よ
う
に
発
生
す
る
中
で
は
、
た
と
え
死
者
が
出
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の

銃
撃
事
件
が
一
般
紙
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
頃
の
ベ
ル
リ
ン
で
、
こ
の
種
の
事
件
は

話
題
性
も
緊
急
性
も
低
い
、
い
わ
ば
「
あ
り
ふ
れ
た
」
出
来
事
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
つ
の
事
件

は
、
特
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
な
く
、
人
び
と
の
記
憶
の
彼か

な
た方

に
消
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

「
平
穏
」
な
夜

　

も
う
一
つ
、
関
連
す
る
話
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　

ベ
ル
リ
ン
北
部
の
ア
イ
ヒ
ボ
ル
ン
ダ
ム
に
あ
る
ベ
ル
リ
ン
州
立
文
書
館
に
は
、
一
八
〇
九
年
か
ら
一
九
四
五

年
ま
で
の
ベ
ル
リ
ン
警
察
関
係
の
史
料
が
時
期
・
タ
イ
ト
ル
ご
と
に
綴と

じ
ら
れ
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
中
に
、
一
九
三
二
年
夏
に
ベ
ル
リ
ン
で
発
生
し
た
「
政
治
的
動
機
を
持
つ
暴
力
」
の
発
生
件
数
を
ま
と
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【図１】

1932年7月31日8時から8月1日8時までの総計
政治的乱闘（4件の銃撃事件を含む） 15件
デモ未遂 6件
広告柱への放火 1件
旗のもぎ取りやポスターの引き剥がし 4件
負傷者 9名
拘束された者 103名

押収された武器
ピストル 2点
ガス銃 2点
威嚇射撃用ピストル 1点
刀剣類 8点

め
た
警
察
日
報
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
日

の
八
時
（
な
い
し
一
五
時
）
か
ら
翌
朝
八
時
ま
で
に
発
生

し
た
政
治
的
な
暴
力
沙
汰
や
違
法
行
為
の
件
数
、
被
害

者
や
逮
捕
者
の
数
、
さ
ら
に
武
器
の
押
収
数
が
記
録
さ

れ
た
速
報
的
な
報
告
書
で
あ
り
、
現
存
す
る
も
の
で
最

も
日
付
が
古
い
の
は
、
一
九
三
二
年
六
月
二
一
日
一
五

時
か
ら
二
二
日
八
時
ま
で
の
記
録
（
六
月
二
二
日
付
）
で

あ
り
、
最
後
は
同
年
九
月
五
日
付
で
あ
る
。
こ
の
間
で

現
存
す
る
六
七
日
分
の
日
報
を
眺
め
て
み
る
と
、
ベ
ル

リ
ン
で
「
政
治
的
暴
力
」（
政
治
的
動
機
を
持
つ
暴
力
）

が
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
わ
ず
か
三
日
だ
け
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

先
に
挙
げ
た
二
つ
の
銃
撃
事
件
も
、
こ
の
日
報
に
含
ま
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ａ
の
禁
止
解
除
を
契
機
と
し
て
、
ベ

ル
リ
ン
で
は
政
敵
ど
う
し
の
暴
力
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
た
が
、
こ
の
日
報
か
ら
も
こ
の
時
期
の
ベ
ル
リ
ン

の
夜
の
物
騒
な
様
子
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
参
考
ま
で
に
一
日
分
の
内
容
を
眺
め
て
み
よ
う
。
例
え

ば
、
一
九
三
二
年
八
月
一
日
付
の
日
報
は
図
１
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。

　

七
月
三
一
日
八
時
か
ら
の
二
四
時
間
で
、
ベ
ル
リ
ン
市
内
で
は
銃
撃
事
件
だ
け
で
四
件
が
発
生
し
、
そ
れ
を

含
む
一
五
件
の
政
治
的
乱
闘
で
九
名
が
負
傷
し
て
い
る
。
警
察
が
拘
束
し
た
人
数
は
三
桁
に
上
り
、
ピ
ス
ト
ル

な
ど
の
武
器
も
押
収
さ
れ
て
い
る
。

　

驚
く
べ
き
は
、
日
報
の
中
で
、
こ
の
夜
が
「
平
穏
に
経
過
し
た
」
と
評
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
翌
日
も
銃

撃
事
件
二
件
を
含
む
政
治
的
乱
闘
六
件
、
広
告
柱
へ
の
放
火
三
件
、
集
団
落
書
き
一
件
が
発
生
し
、
負
傷
者
二

名
、
被
拘
束
者
三
九
名
で
、
ピ
ス
ト
ル
二
点
と
刀
剣
類
五
点
が
押
収
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
こ
の
日
の
日
報

も
、
前
夜
が
「
平
穏
に
経
過
し
た
」
と
報
告
し
て
い
る
。
現
在
の
日
本
の
首
都
で
一
夜
に
し
て
こ
れ
ほ
ど
の
事

件
が
発
生
す
れ
ば
、
間
違
い
な
く
大
騒
ぎ
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
状
況
を
「
平
穏
」
と
み
な
す
の
は
、
死
者
が

出
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
う
し
た
感
覚
が
物
語
っ
て
い
る
の
は
、
政
治
的
暴
力
が

日
常
化
し
、
取
り
立
て
て
騒
ぐ
ほ
ど
で
は
な
い
と
感
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

ワ
イ
マ
ル
共
和
国
に
つ
い
て
の
二
つ
の
記
憶

　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
暴
力
が
あ
り
ふ
れ
た
光
景
に
な
る
と
は
、
こ
の
頃
の
ベ
ル
リ
ン
、
あ
る
い
は
ド

イ
ツ
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
社
会
状
況
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
抱
き
つ
つ
、
本
書
は

ワ
イ
マ
ル
共
和
国
（
一
九
一
八
〜
三
三
年
）
の
政
治
史
を
緯よ

こ

糸い
と

、
そ
の
時
々
の
政
治
的
暴
力
の
状
況
を
経た

て

糸い
と

と
し

て
、
共
和
国
の
成
立
か
ら
崩
壊
ま
で
の
歴
史
を
紡
い
で
い
く
。
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先
に
挙
げ
た
二
つ
の
銃
撃
事
件
も
、
こ
の
日
報
に
含
ま
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ａ
の
禁
止
解
除
を
契
機
と
し
て
、
ベ

ル
リ
ン
で
は
政
敵
ど
う
し
の
暴
力
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
た
が
、
こ
の
日
報
か
ら
も
こ
の
時
期
の
ベ
ル
リ
ン

の
夜
の
物
騒
な
様
子
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
参
考
ま
で
に
一
日
分
の
内
容
を
眺
め
て
み
よ
う
。
例
え

ば
、
一
九
三
二
年
八
月
一
日
付
の
日
報
は
図
１
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。

　

七
月
三
一
日
八
時
か
ら
の
二
四
時
間
で
、
ベ
ル
リ
ン
市
内
で
は
銃
撃
事
件
だ
け
で
四
件
が
発
生
し
、
そ
れ
を

含
む
一
五
件
の
政
治
的
乱
闘
で
九
名
が
負
傷
し
て
い
る
。
警
察
が
拘
束
し
た
人
数
は
三
桁
に
上
り
、
ピ
ス
ト
ル

な
ど
の
武
器
も
押
収
さ
れ
て
い
る
。

　

驚
く
べ
き
は
、
日
報
の
中
で
、
こ
の
夜
が
「
平
穏
に
経
過
し
た
」
と
評
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
翌
日
も
銃

撃
事
件
二
件
を
含
む
政
治
的
乱
闘
六
件
、
広
告
柱
へ
の
放
火
三
件
、
集
団
落
書
き
一
件
が
発
生
し
、
負
傷
者
二

名
、
被
拘
束
者
三
九
名
で
、
ピ
ス
ト
ル
二
点
と
刀
剣
類
五
点
が
押
収
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
こ
の
日
の
日
報

も
、
前
夜
が
「
平
穏
に
経
過
し
た
」
と
報
告
し
て
い
る
。
現
在
の
日
本
の
首
都
で
一
夜
に
し
て
こ
れ
ほ
ど
の
事

件
が
発
生
す
れ
ば
、
間
違
い
な
く
大
騒
ぎ
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
状
況
を
「
平
穏
」
と
み
な
す
の
は
、
死
者
が

出
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
う
し
た
感
覚
が
物
語
っ
て
い
る
の
は
、
政
治
的
暴
力
が

日
常
化
し
、
取
り
立
て
て
騒
ぐ
ほ
ど
で
は
な
い
と
感
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

ワ
イ
マ
ル
共
和
国
に
つ
い
て
の
二
つ
の
記
憶

　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
暴
力
が
あ
り
ふ
れ
た
光
景
に
な
る
と
は
、
こ
の
頃
の
ベ
ル
リ
ン
、
あ
る
い
は
ド

イ
ツ
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
社
会
状
況
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
抱
き
つ
つ
、
本
書
は

ワ
イ
マ
ル
共
和
国
（
一
九
一
八
〜
三
三
年
）
の
政
治
史
を
緯よ

こ

糸い
と

、
そ
の
時
々
の
政
治
的
暴
力
の
状
況
を
経た

て

糸い
と

と
し

て
、
共
和
国
の
成
立
か
ら
崩
壊
ま
で
の
歴
史
を
紡
い
で
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く
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ワ
イ
マ
ル
共
和
国
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
末
期
に
発
生
し
た
ド
イ
ツ
革
命
（
一
九
一
八
年
一
一
月
）
に
よ
り
誕

生
し
、
ナ
チ
ス
の
政
権
獲
得
（
一
九
三
三
年
一
月
）
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
ド
イ
ツ
史
上
初
の
議
会
制
民
主
主
義
体

制
の
国
家
で
あ
る
。
革
命
の
喧け

ん

騒そ
う

を
避
け
て
、
首
都
ベ
ル
リ
ン
で
は
な
く
中
部
ド
イ
ツ
の
小
都
市
ワ
イ
マ
ル
に

革
命
後
初
の
国
民
議
会
が
召
集
さ
れ
、
そ
こ
で
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

存
続
期
間
が
一
四
年
余
り
と
「
短
命
」
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
的
・
社
会
的
・
文
化
的
に
現
在

と
つ
な
が
る
数
々
の
「
遺
産
」
を
残
し
た
こ
と
で
、
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
は
今
な
お
独
自
の
「
輝
き
」
を
放
っ
て

い
る
。
帝
政
時
代
の
権
威
主
義
的
・
君
主
主
義
的
な
憲
法
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
ワ
イ
マ
ル
憲
法
は
自
由
主
義
的

な
色
彩
が
強
く
、
男
女
同
権
や
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
的
自
由
を
保
障
し
、
私
有
財
産
権
の
不
可
侵
を
謳う

た

っ
て
い
た
。

ま
た
、
社
会
権
を
規
定
し
た
最
初
の
憲
法
と
し
て
も
知
ら
れ
、
現
在
で
も
民
主
的
憲
法
の
代
名
詞
の
よ
う
な
存

在
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
上
、
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
で
は
、
機
能
美
を
追
求
し
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
様
式
や
表
現
主
義
に
代
表
さ
れ
る
現

代
的
な
ア
ー
ト
、
映
画
や
カ
フ
ェ
、
デ
パ
ー
ト
あ
る
い
は
「
見
る
ス
ポ
ー
ツ
」
な
ど
の
娯
楽
的
な
大
衆
文
化
が

全
面
的
に
開
花
し
、「
ワ
イ
マ
ル
文
化
」
と
し
て
一
つ
の
時
代
を
築
い
た
。
こ
れ
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現
在

の
わ
れ
わ
れ
の
社
会
に
息
づ
い
て
お
り
、
こ
の
共
和
国
は
し
ば
し
ば
「
現
代
の
始
期
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。

　

と
は
い
え
、
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
に
関
し
て
は
、
そ
う
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
記
憶
以
上
に
、
ナ
チ
ス
に
打
倒
さ

れ
た
「
悲
劇
の
共
和
国
」
と
し
て
の
記
憶
の
方
が
強
い
か
も
し
れ
な
い
。
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
か
ら
ナ
チ
体
制
へ

の
展
開
は
、
民
主
主
義
か
ら
独
裁
へ
の
歴
史
の
「
暗
転
」
と
し
て
認
識
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
研
究
で

は
「
な
ぜ
民
主
主
義
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
が
生
ま
れ
た
の
か
」
と
い
う
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
問
い

か
け
は
、
今
な
お
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
失
う
こ
と
な
く
、
多
く
の
研
究
が
世
に
問
わ
れ
続
け
て
い
る
。

　

実
際
、
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
史
に
関
す
る
研
究
で
は
、
こ
の
問
題
意
識
の
中
で
「
暗
転
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ド
イ
ツ
革
命
の
頓
挫
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
休
戦
協
定
調
印
へ
の
反
発
（
軍
事

的
敗
北
で
は
な
く
銃
後
か
ら
の
裏
切
り
が
ド
イ
ツ
の
敗
戦
を
決
定
づ
け
た
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
匕あ

い

首く
ち

伝
説
」）、
ヴ
ェ
ル

サ
イ
ユ
条
約
の
「
苛
酷
」
な
条
件
、
天
文
学
的
数
字
の
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
賠
償
問
題
を
め
ぐ
る

国
際
関
係
の
緊
張
、
世
界
恐
慌
の
深
刻
な
影
響
、
議
会
政
治
の
混
乱
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
権
威
主
義
的
な
大

統
領
緊
急
令
統
治
（
い
わ
ゆ
る
「
大
統
領
の
独
裁
」）
な
ど
が
議
論
の
俎そ

上じ
よ
うに

載
せ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
民
主

的
な
憲
法
に
象
徴
さ
れ
る
共
和
国
の
「
理
念
」
と
ナ
チ
ス
の
台
頭
と
い
う
「
現
実
」
の
間
に
あ
る
、
大
き
な
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
そ
の
成
立
段
階
の
状
況
が
共
和

国
の
運
命
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
ド
イ
ツ
史
上
初
の
議
会
主
義
共
和
国
は
、
現
在
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
程
遠

い
「
愛
さ
れ
な
い
共
和
国
」
と
し
て
常
に
危
機
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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ワ
イ
マ
ル
共
和
国
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
末
期
に
発
生
し
た
ド
イ
ツ
革
命
（
一
九
一
八
年
一
一
月
）
に
よ
り
誕

生
し
、
ナ
チ
ス
の
政
権
獲
得
（
一
九
三
三
年
一
月
）
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
ド
イ
ツ
史
上
初
の
議
会
制
民
主
主
義
体

制
の
国
家
で
あ
る
。
革
命
の
喧け

ん

騒そ
う

を
避
け
て
、
首
都
ベ
ル
リ
ン
で
は
な
く
中
部
ド
イ
ツ
の
小
都
市
ワ
イ
マ
ル
に

革
命
後
初
の
国
民
議
会
が
召
集
さ
れ
、
そ
こ
で
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

存
続
期
間
が
一
四
年
余
り
と
「
短
命
」
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
的
・
社
会
的
・
文
化
的
に
現
在

と
つ
な
が
る
数
々
の
「
遺
産
」
を
残
し
た
こ
と
で
、
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
は
今
な
お
独
自
の
「
輝
き
」
を
放
っ
て

い
る
。
帝
政
時
代
の
権
威
主
義
的
・
君
主
主
義
的
な
憲
法
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
ワ
イ
マ
ル
憲
法
は
自
由
主
義
的

な
色
彩
が
強
く
、
男
女
同
権
や
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
的
自
由
を
保
障
し
、
私
有
財
産
権
の
不
可
侵
を
謳う

た

っ
て
い
た
。

ま
た
、
社
会
権
を
規
定
し
た
最
初
の
憲
法
と
し
て
も
知
ら
れ
、
現
在
で
も
民
主
的
憲
法
の
代
名
詞
の
よ
う
な
存

在
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
上
、
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
で
は
、
機
能
美
を
追
求
し
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
様
式
や
表
現
主
義
に
代
表
さ
れ
る
現

代
的
な
ア
ー
ト
、
映
画
や
カ
フ
ェ
、
デ
パ
ー
ト
あ
る
い
は
「
見
る
ス
ポ
ー
ツ
」
な
ど
の
娯
楽
的
な
大
衆
文
化
が

全
面
的
に
開
花
し
、「
ワ
イ
マ
ル
文
化
」
と
し
て
一
つ
の
時
代
を
築
い
た
。
こ
れ
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現
在

の
わ
れ
わ
れ
の
社
会
に
息
づ
い
て
お
り
、
こ
の
共
和
国
は
し
ば
し
ば
「
現
代
の
始
期
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。

　

と
は
い
え
、
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
に
関
し
て
は
、
そ
う
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
記
憶
以
上
に
、
ナ
チ
ス
に
打
倒
さ

れ
た
「
悲
劇
の
共
和
国
」
と
し
て
の
記
憶
の
方
が
強
い
か
も
し
れ
な
い
。
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
か
ら
ナ
チ
体
制
へ

の
展
開
は
、
民
主
主
義
か
ら
独
裁
へ
の
歴
史
の
「
暗
転
」
と
し
て
認
識
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
研
究
で

は
「
な
ぜ
民
主
主
義
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
が
生
ま
れ
た
の
か
」
と
い
う
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
問
い

か
け
は
、
今
な
お
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
失
う
こ
と
な
く
、
多
く
の
研
究
が
世
に
問
わ
れ
続
け
て
い
る
。

　

実
際
、
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
史
に
関
す
る
研
究
で
は
、
こ
の
問
題
意
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の
中
で
「
暗
転
」
の
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ま
ざ
ま
な
原
因

が
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じ
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れ
る
こ
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に
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り
、
ド
イ
ツ
革
命
の
頓
挫
、
第
一
次
世
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大
戦
の
休
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の
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、
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と
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（
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」）
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載
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は
、
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主

的
な
憲
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に
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徴
さ
れ
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の
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念
」
と
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の
台
頭
と
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現
実
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の
間
に
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、
大
き
な
ギ
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プ
を
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よ
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と
す
る
試
み
で
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た
と
言
え
る
だ
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う
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と
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わ
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、
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の
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国
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を
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す
る
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